
「鳥取県建設工事関係者労働災害防止連絡会議」を開催 

～「働くことで生命が脅かされたり、健康が損なわれるようなことは、本来あってはならない」～ 

 

鳥取労働局（局長 河野
か わ の

純伴
すみとも

）では、平成 26年９月８日（月）に同局４Ｆ大会議室において、

国土交通省や鳥取県の公共工事発注機関と建設業労働災害防止協会鳥取県支部の関係者を招集

して「鳥取県建設工事関係者労働災害防止連絡会議」を発足させ、初めての会合を行いました。 

 

会議冒頭、北代
きただい

昌巳
ま さ み

労働基準部長から挨拶があり、「最近の労働災害の傾向」と「これまで鳥

取労働局が別々に開催していた国土交通省と鳥取県との連絡会議を合同で開催する趣旨」につい

て触れ、鳥取県内でも減少傾向にあった労働災害が平成 26年に入って増加傾向に転じたことか

ら、関係者が緊密に連携して、労働災害防止対策を進めていく必要があると説明されました。 

 

会議では、本会議設置要綱及び分科会規約の承認が行われ、続いて、鳥取県内の労働災害の発

生状況や監督指導結果等について鳥取労働局の担当からそれぞれ説明があり、また、本年 11月

７日から年末までの 55日間展開することとしている『「ゼロ災 55」無災害運動』においても、

本会議が協賛者になることの確認が行われました。 

 

さらに、今後の協議事項等について意見交換が行われ、鳥取県が毎年行っている職員に対する

労働災害防止研修会に国土交通省の職員も参加することや、労働災害について情報の共有を図る

こと、また、『「ゼロ災 55」無災害運動』の行事の一環として、本会議メンバー等による現場安

全パトロールを 11月７日（金）に実施すること等の検討を行いました。 

 

本年度は、「第 12次労働災害防止推進計画」の２年目であり、計画の数値目標の達成に向けて、

関係者でその意識の共有を図ることをお願いして、本会議を終了しました。 

「鳥取県建設工事関係者労働災害防止連絡会議」全景 

挨拶する北代部長 



 

【全国の建設業における労働災害の発生状況】 

以上 


